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　２月に行われた『地域講師の方々への感謝の会』
で校長先生がこんなあいさつをされました。

　この話を聞いたとき、私はちょっぴりうれしくな
りました。そして山岡小学校の自慢は何かをあらた
めて考えてみました。

その１【スケートリンクのある学校】
　校舎北側にある学校田を生かして、冬になると天
然のスケートリンクを作り、体育の授業にスケート
を取り入れています。
昨年は暖冬で氷が厚く
張らずできませんでし
たが、それまでは夜の
冷え込みの厳しさを生
かして、みんなで協力
して水をまき、リンク
を整備して楽しく体力
づくりをしています。

その２【名人に教えてもらえます】
　学校の階段の踊り場には、５年生が作った童人形
が陳列されています。地域の人形づくり名人が教え
に来てくださり、みんなも楽しみにしている授業で
す。そのほかにも、菊づくり名人・けん玉名人の

方々に教えていただいています。また「寒天と陶土
のまち山岡」らしい、寒天づくりや粘土の作品づく
りでも地域の先生にお世話になっています。

その３【三つの宝物を大切にしている学校】
　山岡小学校の子なら誰でも「三つの宝物」を知っ
ています。それは、「笑顔のあいさつ」「堂々発表」

「ピカピカ掃除」です。

　「笑顔のあいさつ」では、

「笑顔のあいさつ見つけ隊」

を児童会が呼び掛け、全校

のあいさつを高めていま

す。５月の生活目標も「あ

いさつ名人になろう」です。

私も頑張っています。

　「堂々発表」では、「学び合う授業」を目指して感

じたことや考えたことを、自信を持って発表できる

ように頑張っています。

　「ピカピカ掃除」では、昭和４１年に建てられた校

舎が新しく建て直しになる時が近づいています。お

父さんやお母さんが、わたしたちと同じように学ん

だこの校舎に感謝の気持ち

を込めて「ピカピカ掃除」

を頑張りたいです。

　わたしは、この三つの宝

物を大切にして、もっと山

岡小学校をすばらしい学校

にしたいと思います。
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自然と人に学び・育まれる「やまおかっ子」
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▲ピカピカ掃除

　山岡小学校においでになった方が「山岡小学校
は自然がいっぱいで、子どもたちは伸び伸び学習

や活動ができて良いですね」と話されました。そ

こで先生はこう付け加えました。

　「ここは自然がいっぱいだけではないんです。

その自然を生かして子どもたちにいろいろな学習

の場、活動の場をくださる『地域の先生』に恵ま

れたところです。学校や子どもたちを、温かな目

で見守り、すばらしい技・心・経験という宝物を

くださる先生に恵まれたところです」。

▲童人形ギャラリー ▲寒天の突き出し体験


